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執
筆
者
紹
介

鄭 

毓
瑜 

C
heng Yuyu

台
湾
大
学
中
国
文
学
系
講
座
教
授
。
中
国
古
典
文

論
、
近
現
代
文
学
・
文
化
。『
文
本
風
景
│
自
我
與

空
間
的
相
互
定
義
』『
引
譬
連
類
│
文
学
研
究
的
関

鍵
詞
』『
姿
與
言
│
詩
国
革
命
新
論
』

王 

徳
威 

D
avid D

er-wei W
ang

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア

言
語
文
明
学
科
・
比
較
文
学
科E

dward C
. 

H
enderson 

講
座
教
授
。
現
代
文
学
。The Lyrical 

in E
pic T

im
e: M

odern C
hinese Intellectuals and 

Artist throgh the 1949 Crisis ; The M
onster That is 

H
istory: H

istory, Violence, and Fictional W
riting in 

Tw
entieth-Century China ; Fin-de-siecle Splendor: 

R
epressed M

odernities in Late Im
perial China

（
邦

訳
『
抑
圧
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
テ
ィ 

清
末
小
説
新
論
』）

林 

少
陽 

Lin Shaoyang

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
教
授
。
一
九
世
紀
初
頭
以
来
の
日
本
と
中
国

の
思
想
史
・
文
学
史
。『「
修
辞
」
と
い
う
思
想
│
章

炳
麟
と
漢
字
圏
の
言
語
論
的
批
評
理
論
』『「
文
」
與

日
本
学
術
思
想
│
漢
字
圏
・1700 ‒1990

』『
鼎
革
以

文
│
清
季
革
命
與
章
太
炎
「
復
古
」
的
新
文
化
運
動
』

伊
藤
徳
也 

Ito N
oriya

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
・
教
養
学
部
教
授
。
日
中
比
較
現
代
文
化

史
。『「
生
活
の
芸
術
」
と
周
作
人
│
中
国
の
デ
カ
ダ

ン
ス
＝
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』『
周
作
人
と
日
中
文
化
史
』

（
編
著
）『
談
談
“
生
活
的
藝
術
”
的
思
想
基
礎
』

石
井 

剛 
Ishii Tsuyoshi

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
。
中
国
哲

学
。『『
大
乗
起
信
論
』
と
主
体
性
│
近
代
東
ア
ジ
ア

哲
学
の
形
成
そ
し
て
論
争
』（
編
）『
斉
物
的
哲
学
│

章
太
炎
与
中
国
現
代
思
想
的
東
亜
経
験
』『
戴
震
と

中
国
近
代
哲
学
│
漢
学
か
ら
哲
学
へ
』

橋
本 

悟 
H

ashim
oto Satoru

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
助
理

教
授
。
中
国
文
学
・
美
学
、
比
較
文
学
・
美
学
。

「
中
国
文
学
に
と
っ
て
世
界
と
は
何
か
？
│
魯
迅

「
出
関
」
と
〈
文
〉
の
普
遍
性
」「
跨
族
寓
言
│
金
史

良
、
龍
瑛
宗
殖
民
後
期
創
作
與
魯
迅
作
品
的
互
文
性

探
索
」「
普
遍
性
・
特
殊
性
・
範
例
性
│
梁
啓
超
に

よ
る
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
翻
訳
と
そ
の
中
断
」

津
守 

陽 
Tsum

ori A
ki

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
語

学
部
准
教
授
。
中
国
近
現
代
文
学
。「「
傍
観
者
」
の

詩
論
│
沈
従
文
の
評
論
か
ら
新
文
学
の
「
詩
化
／
散

文
化
」
を
考
え
る
」「
沈
従
文
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム

│
髪
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
身
体
化
さ
れ
る
〈
都
市

／
郷
土
〉」「「
に
お
い
」
の
追
跡
者
か
ら
「
音
楽
」
の

信
者
へ
│
沈
従
文
『
七
色
魘
』
集
の
彷
徨
と
葛
藤
」

潘 

少
瑜 

Pan Shaw-yu

台
湾
大
学
中
国
文
学
系
副
教
授
。
清
末
民
初
翻
訳
小

説
、
近
現
代
文
学
と
文
化
。「
維
多
利
亜
『
紅
楼
夢
』

│
晩
清
翻
訳
小
説
『
紅
涙
影
』
的
文
学
系
譜
與
文
化

訳
写
」「
感
傷
的
力
量
│
林
覚
民
〈
與
妻
訣
別
書
〉

的
正
典
化
歴
程
與
社
会
文
化
意
義
」「
世
紀
末
的
憂

鬱
│
科
幻
小
説
〈
世
界
末
日
記
〉
的
翻
訳
旅
程
」

張 

政
傑 

C
hang C

heng-chien

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学

研
究
科
博
士
候
補
研
究
員
。
日
本
文
化
学
。「1968

年
の
可
能
性
│
村
上
龍
『
69
（sixty nine

）』
に
お

け
る
ロ
ッ
ク
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
日
本
「1968

」

を
め
ぐ
る
思
考
│
忘
却
と
想
起
の
闘
争
」「
桐
山
襲

と
そ
の
「
戦
後
」
│
冷
戦
・
身
体
・
記
憶
」

高 

嘉
謙 

K
o C

hia-cian

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
副
教

授
。
中
国
近
現
代
文
学
、
馬
華
文
学
、
漢
詩
。『
遺
民
、

疆
界
與
現
代
性
│
漢
詩
的
南
方
離
散
與
抒
情（1895 ‒

1945

）』『
国
族
與
歴
史
的
隠
喩
│
近
現
代
武
侠
伝
奇

的
精
神
史
考
察
（1895 ‒1949

）』“Song H
is tory in 

K
ow

loon and L
oyalist C

lassical Poetry: C
hen 
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Botao, Sung W
ong Toi, and A

utum
n C

hants on 
the Terrace of the Song E

m
perors

”

裴 
亮 

Pei Liang

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。
武
漢
大
学
文
学
院
副
教
授
。

中
国
現
代
文
学
、
中
日
比
較
文
学
。『
中
国
五
・
四

時
期
嶺
南
文
学
の
新
地
平
│
文
学
研
究
会
広
州
分
会

及
び
詩
人
草
野
心
平
を
中
心
に
』「
文
学
団
体
の
創

出
と
嶺
南
現
代
文
学
の
成
立
│
文
学
研
究
会
広
州
分

会
の
文
学
史
諸
相
」「
響
き
合
う
詩
心
│
留
学
時
期

草
野
心
平
の
詩
風
と
文
学
研
究
会
詩
人
徐
玉
諾
」

鳥
谷
ま
ゆ
み 

Toriya M
ayum

i

北
九
州
市
立
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授
。
中
国
現
代

文
学
。「
透
明
之
文
與
紙
上
之
声
│
周
作
人
與
四
方

太
写
生
文
観
比
較
論
」「
越
境
的
小
品
文
│
以
中
日

小
品
文
的
互
動
為
中
心
」「
方
紀
生
の
こ
と
│
『
周

作
人
先
生
の
こ
と
』
編
集
と
日
中
文
化
交
流
に
捧
げ

た
そ
の
生
涯
」（
共
著
）

松
谷
曄
介 

M
atsutani Yosuke

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
筑
紫
教

会
牧
師
、
西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。
中
国
キ
リ

ス
ト
教
史
、
日
中
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
。『
は
じ
め

て
の
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
共
著
）
王
艾
明
『
王
道

│
二
一
世
紀
中
国
の
教
会
と
市
民
社
会
の
た
め
の
神

学
』（
翻
訳
）「
賀
川
豊
彦
と
中
国
│
「
宗
教
使
節
」

問
題
を
め
ぐ
っ
て
」

鈴
木 

隆 
Suzuki Takashi

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部

准
教
授
。
中
国
政
治
。「
習
近
平
時
代
に
お
け
る
中

国
共
産
党
の
党
員
リ
ク
ル
ー
ト
政
策
」『
中
国
共
産

党
の
支
配
と
権
力
』『
超
大
国
・
中
国
の
ゆ
く
え

３ 

共
産
党
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
共
著
）

菊
池
一
隆 

K
ikuchi K

azutaka

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
教

授
。中
国
近
現
代
政
治
経
済
史
。『
東
ア
ジ
ア
歴
史
教

科
書
問
題
の
構
図
』『
台
湾
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
か
ら

見
た
近
現
代
史
』『
日
本
人
反
戦
兵
士
と
日
中
戦
争
』

大
平
桂
一 

O
daira K

eiichi
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研

究
科
教
授
。
中
国
文
学
。「『
夢
林
玄
解
』
の
成
立
│

雲
な
す
証
言
」「
平
凡
社
東
洋
文
庫
版
『
世
説
新

語
』
札
記
」「
平
凡
社
東
洋
文
庫
版
『
世
説
新
語
』

札
記
（
二
）」

林 

果
顕 

Lin G
uo-sian

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
副
教
授
。
戦
後
台
湾

政
治
史
・
宣
伝
史
。『
一
九
五
〇
年
代
台
湾
国
際
観

的
塑
造
│
以
党
政
宣
伝
媒
体
和
外
来
中
文
刊
物
為
中

心
』『「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
」
之
研
究

（1966 ‒1975

）│
統
治
正
当
性
的
建
立
與
転
変
』「
欲

迎
還
拒
│
戦
後
台
湾
日
本
出
版
品
進
口
管
制
体
系
的

建
立
（1945 ‒1972

）」

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
ア
ジ
ア
を
見
る
眼
│
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
研
究
』

（
編
著
）『
真
宗
大
谷
派
淨
圓
寺
所
蔵
藤
井
靜
宣
関
連

資
料 

目
録
と
解
説
』（
監
修
）『
中
国
21
』
Vol
・
48 

特

集
：
い
ま
さ
ら
文
革
、
い
ま
な
お
文
革
、
い
ま
こ
そ

文
革（
特
集
担
当
）

黄 

英
哲 

H
uang Y

in-che

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
台
湾
近
現
代
史
、
台
湾
文
学
、
中
国
現
代
文

学
。『「
去
日
本
化
」「
再
中
国
化
」│
戦
後
台
湾
文
化

重
建（1945 ‒1947

）』「
テ
キ
ス
ト
の
伝
播
│
台
湾
に

お
け
る
『
藤
野
先
生
』」『
漂
泊
與
越
境
│
両
岸
文
化

人
的
移
動
』

翻
訳
者
紹
介 

石
田
卓
生 Ishida Takuo

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大

学
記
念
セ
ン
タ
ー
研
究
員
。
近
現
代
日
中
関
係
史
・

中
国
語
教
育
史
。「
日
清
貿
易
研
究
所
の
教
育
に
つ
い

て
」「
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語
文
章
語
教
育
に
つ
い

て
」「
東
亜
同
文
書
院
の
北
京
移
転
構
想
に
つ
い
て
」



中
国
21 

Vol･

51 

予
告（
19
年
９
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎  

  
  

文
献
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
と 

図
書
館
の
未
来

─
文
献
の
電
子
化
と
そ
の
後
に
来
る
も
の（
仮
題
）

　
学
術
は
世
界
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
、
電
子
化
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
。
過
去
の
研
究
蓄
積
を

ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
何
を
可
能
に
す

べ
く
ど
こ
へ
進
む
べ
き
な
の
か
、
本
号
で
考
え

て
ゆ
く
。
学
術
の
電
子
化
に
よ
っ
て
得
た
恩
恵

は
大
き
い
が
、
紙
時
代
の
精
緻
な
思
想
と
手
順

を
失
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
電
子
化
自
体

も
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
ス
ラ
ム
と
も
い
う
べ
き
混
乱

し
た
状
況
に
あ
る
。

　
第
一
部
の
座
談
に
続
き
、
第
二
部
で
は
、
学

術
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
を
総
括
す
る
論
考
を

集
め
、
学
術
の
電
子
化
が
ど
の
よ
う
な
形
で
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
、
あ
る
い
は
進
も
う

と
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
第
三
部
で
は
、

文
献
大
規
模
電
子
化
の
持
つ
可
能
性
と
そ
れ
を

視
野
に
入
れ
た
様
々
な
動
き
、
そ
し
て
研
究
手

法
の
変
化
を
含
め
、
過
去
の
研
究
蓄
積
を
ど
う

引
き
継
い
で
ゆ
く
か
を
考
え
る
。

　
最
後
に
「
デ
ィ
ジ
タ
ル
書
籍
関
連
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
案
内
」
を
付
す
。
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唐 
顥
芸 H

au-yun Tang
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
助
教
。
台
湾
文
学
。「
論
王
白
淵
『
荊
棘
之
道
』

的
詩
作
及
其
接
受
│
以
和
『
人
間
文
化
的
出
発
』
的

比
較
為
中
心
」「
戦
争
と
詩
、
戦
争
の
詩
│
楊
雲
萍

四
〇
年
代
の
文
学
活
動
を
中
心
に
」「
現
代
詩
の
可

能
性
を
求
め
て
│
夏
宇
／
李
格
弟
『
こ
の
シ
マ
ウ

マ
』『
あ
の
シ
マ
ウ
マ
』」

張 

佳
能 Z

hang Jianeng

一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
博
士
後
期
課
程
研

究
生
。
中
国
文
化
、
昭
和
期
の
流
行
歌
。

田
村
容
子 Tam

ura Yoko

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
金
城
学
院
大
学
文
学
部
教

授
。
中
国
近
現
代
演
劇
・
文
学
。『
ゆ
れ
る
お
っ
ぱ

い
、
ふ
く
ら
む
お
っ
ぱ
い
│
乳
房
の
図
像
と
記
憶
』

（
共
著
）『
中
国
文
化
55
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』（
共
編
著
）

「
男
旦
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
│
欧
陽
予
倩
『
潘
金
蓮
』

の
白
い
胸
」

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
〜
二
〇
一
九
年
三
月
）

薛 

鳴
　「
人
間
関
係
は
い
か
に
言
語
行
動
に
影
響
す

る
か
│
中
国
語
社
会
と
日
本
語
社
会
の
比
較
か

ら
」（『
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
一

六
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
会
）

松
岡
正
子
　「2008

汶
川
地
震
後
の
チ
ャ
ン
族
の
都

市
へ
の
移
住
と
村
規
民
約
」（
河
合
洋
尚
編
『
資

源
化
さ
れ
る
「
歴
史
」』
風
響
社
、
二
〇
一
九
年

三
月
）、「
宗
族
社
会
に
お
け
る
女
性
の
役
割
│
金

門
縣
珠
山
聚
落
を
事
例
と
し
て
」（『
愛
知
大
学
国

際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
三
号
、
二
〇
一
九

年
三
月
）

渡
津
英
一
郎
　「
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
対
応
し
た

高
校
生
へ
の
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
│
教
科
に
関

す
る
教
育
活
動
と
家
庭
教
育
」（
愛
知
大
学
『
一

般
教
育
論
集
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
）、

「
民
法
の
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
高
校
教
育

へ
の
影
響
と
対
応
策
│
保
護
者
の
学
校
へ
の
理
解

と
協
力
・
教
育
費
負
担
」（
愛
知
大
学
『
教
職
研

究
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

黄 

英
哲
　「「
敗
北
者
に
な
り
た
い
」│
二
人
の
台
湾

詩
人
の
「
一
九
四
九
」」（
塩
山
正
純
編
『
二
〇
世

紀
前
半
の
台
湾
│
植
民
地
政
策
の
動
態
と
知
識
青

年
の
ま
な
ざ
し
』
あ
る
む
、
二
〇
一
九
年
一
月
）
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編
集
後
記
│
│
『
中
国
21
』
編
集
の
仕
事
は
す
で
に
そ
の
任

を
終
え
て
い
た
が
、
事
情
に
よ
り
急
遽
も
う
一
度
編
集
を
乞

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
間
が
さ
し
せ
ま
っ
て
い
る
な
か

で
、
幸
い
に
も
国
内
外
の
先
生
方
の
ご
協
力
と
ご
寄
稿
を
得

ら
れ
、よ
う
や
く
本
特
集
は
完
成
し
た
。
論
文
執
筆
、翻
訳
、

座
談
会
出
席
な
ど
、
本
特
集
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
な
か
で
も
こ
の
特
集
の
構
想
を
ご

提
供
く
だ
さ
っ
た
鄭
毓
瑜
先
生
と
、
労
苦
を
厭
わ
ず
座
談
会

記
録
の
整
理
翻
訳
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
津
守
陽
先
生
に
謝
意

を
表
し
た
い
。
◇
私
は
台
湾
出
身
の
一
介
の
留
学
生
の
身
と

し
て
来
日
し
、
院
生
時
代
か
ら
今
日
ま
で
日
本
の
学
術
界
で

何
と
か
や
っ
て
き
た
。
人
生
の
半
分
以
上
を
日
本
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
恩
師
の
ご
指
導
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
友
人
、
同
僚
、
そ
し
て
い
ま
ま
で
の
「
日
本
人
生
」
の
な

か
で
の
良
き
め
ぐ
り
あ
い
に
感
謝
し
て
い
る
。 （
黄 
英
哲
）

『
中
国
21
』
は
、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
が
一
九
九
七
年

創
立
時
に
中
国
研
究
の
革
新
を
め
ざ
し
て
刊
行
し
た
学
術
誌

で
あ
る
。
一
九
九
七
年
三
月
創
刊
準
備
号
か
ら
二
〇
一
九
年

三
月
Vol
・
50
ま
で
二
二
年
間
、
変
動
す
る
中
国
を
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
読
み
解
い
て
き
た
。
別
冊
を
含
め
た
53
の
特

集
タ
イ
ト
ル
は
ま
さ
に
一
つ
の
現
代
中
国
研
究
史
で
あ
る
。

企
画
・
編
集
を
愛
大
現
中
学
会
が
担
当
し
、
原
稿
執
筆
を
学

内
外
の
気
鋭
の
研
究
者
に
依
頼
、
市
販
す
る
と
い
う
新
し
い

方
法
に
よ
る
。
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
超
大

国
と
な
っ
た
中
国
は
研
究
対
象
と
し
て
極
め
て
手
ご
わ
い
。

さ
ら
な
る
革
新
を
め
ざ
し
て
挑
戦
し
続
け
た
い
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
研
究
者
や
関
係
者
、
読
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
松
岡
正
子
）


